資料 1 一 3 


新型 コロ ナウ イル ス 変 異 株 P CR 検査 等 に つい て 


1 変異 株 PCR 検査 (N501Y スク リー ニン グ 検 査 ) 
1) 環境 保健 研究 セン ター 


総 件 数 (件 ) | うち 陽性 (件 ) 検査 対象 
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(2) 民間 検査 機関 
和 作 () | 2 
a 


7 
1 
21 
39 
4 
E 
3 
13 


5 月 20 日 ~6 月 24 日 の 公表 分 検体 ※ 


※ L452R 変異 株 スク リー ニン グ 検 査 を 併せ て 実施 
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2 変異 株 PCR 検査 (L452R スク リー ニン グ 検 査 ) 
(1) 環境 保健 研究 セン ター 


総 件 数 (件 ) | うち 陽性 (件 ) 検査 対象 
36J① | 16 | 0 |6 有 日 ご 6 19 日 の 公表 分 検 人 
| 6 月 ② | 38 | 0 |5 月 20 昌 て 9 月 24 日 の 公表 分 検体! 


5 月 3 日 7 月 6 日 の 公表 分 検体 
7 月 ① 28 4 
(5 月 公表 分 検体 5 件 を 含む ) 


※ N501Y 変異 株 スク リー ニン グ 検 査 を 併せ て 実施 





(2) 民間 検査 機関 
総 件 数 (件 ) | うち 陽性 (件 ) 検査 対象 
EE | 8 | 0 EE TR 





し sw | s | s 


3 ゲノム 解析 結果 (国立 感染 症 研究 所 ) 


検査 | 検体 解析 結果 (件 ) 


分 類 | 送付 国内 第 2 | 国内 第 3 | E484K | アル ファ 株 | 解析 
波 系 統 | 波 系 統 |(R.1 等 ) |(B.1.1.7)| 不能 
1~4 
274 155 62 55 2 R2.7 月 ~R3.4 月 分 検体 
定期 ag 
検査 | 5 回 
56 56 R3.3.30 て 4.26 分 検体 


1~3 
随時 | 回 目 
検査 | 4 回 
40 36 4 
目 


4 今後 の 対応 (変異 株 PCR 等 検査 体制 ) 





令 和 3 年 6 月 22 日 か ら 実 施し て いる L452R スク リー ニン グ 検 査 の 継続 (県 環境 保健 研究 セン 
ター で は 、 原 則 と し て 、 全 て の 検体 の 検査 を 実施 。 た だ し 、 感 染 経 路 が 明らか な 事案 を 除く 。) 

これ まで 国立 感染 症 研究 所 に 依頼 し て いた ゲノム 解析 に つい て 、 令 和 3 年 7 月 12 日 か ら 、 環 
境 保健 研究 セン ター に お いて も 実施 。( 最 大 検査 件 数 : 12 件 ノ 週 ) 


新型 コロ ナウ イル ス の 懸念 され る 変異 株 (VOC) 


PANGO 系 統 最初 の 主 な 感染 性 征 父 度 再 感染 や ワク チン 


(WHO ラベ ル ) 検出 変異 (従来 株 比 ) (従来 株 比 ) 効果 (従来 株 比 ) 

RS に 1.4 倍 (40-64 歳 
B.1.1.7 系 統 の 変 2020 年 9 月 No1y EE 1.66 倍 ) と 推定 ※ 効果 に 影響 が ある 
(アル ファ 株 ) 英国 富 い 可能 性 ) (入院 ・ OR 証拠 な し 

能 性 ) 

ら . よ うう + 2020 年 5 月 N501Y 5 割 程度 高い 入院 時 死亡 リス ク 効果 を 弱め 
系 統 の 変異 株 EE 時 多 ヒ ンズ 効 末 を 9 る 
ペー の) 南アフリカ  E484K 可能 性 が 高い 可能 性 可能 性 
P11 系統 の 変 異 株 2020 年 11 月 、 N501Y 1.4-2.2 倍 高い 。 入院 リス ク が 高い 、 , 交 果 を 弱め る 可能 性 
(ガン マ 株 ) ブラ ジル E484K 可能 可能 性 事例 の 報告 あ り 


B.1.617.2 系 統 | \ 嘉 ン と 質 EER 
の 幸 折 2020 年 10 月 4coR 高い 可能 性 入院 リス ク が 高い 。 ワク チン と 抗体 医薬 の 


(デル タ 株 ) イン ド 可能 性 効果 を 弱め る 可能 性 





※ 感 染 性 ・ 重 篤 度 は 、 国立 感染 症 研 究 所 等 に よる 日 本 国内 症例 の 疫学 的 分 析 結 果 に 基づく も の 。 た だ し 、 重 篤 度 に つい て 、 本 結果 の みか ら 変 異 株 の 重症 度 に つい て 結論 づけ る こと は 困難 。 
※PANGO 系 統 (PANGO Lineage) は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス に 関し て 用 いら れる 国際 的 な 系 統 分 類 命名 法 で あり 、 変 異 株 の 呼称 と し て 広く 用 いら れ て いる 。 括 弧 内 の 変 実 
株 名 は 、WHO ラ ベル で ある 。 
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感染 ・ 伝 搬性 の 増加 や 抗原 性 の 変化 が 懸念 され る 
新型 コロ ナウ イル ス (SARS-CoV- 2 ) の 新規 変異 株 に つい て (第 10 報 ) 抜 すい 


国立 感染 症 研究 所 
2021 年 7 月 6 日 18:00 時 点 
【B. 1. 617. 2 系 統 の 変異 株 (デル タ 株 )】 

WHO の グル ー プ の 解析 に よれ ば 、B.1.617.2 系 統 (デル タ 株 ) の 実効 再生 産 数 は 非 VOCs/VOIs 
株 に 比べ て 97% (95%CI: 76-117) の 増加 を 認め 、 他 の VOCs と 比べ て も 、B.1.1.7 系 統 (アル ファ 
株 ) 、B. 1.351 系 統 ( ベ ー タ 株 ) 、P. 1 系 統 (ガン マ 株 ) と 比べ て それ ぞ れ 、55%、60%、349%% の 増加 
を 認め た (8) 。 


国内 の グル ー プ の 解析 で も 、 デ ル タ 株 は 非 VOCs/VOIs 株 に 比べ て 実効 再生 産 数 が 94.8% 増加 し 
て いる こと が 示さ れ た (9)。 


シン ガボール の 研究 で は 、 デ ル タ 株 で は 、 非 VOC 株 に 比べ て 、 酸 素 利用 、ICU 入室 また は 死亡 
の リス ク が 4.9 倍 (95%CI: 1.43-30.78) 上 昇 し 、 肺 炎 の リス ク が 1.88 倍 (95%CI: 0.95-3.76) と の 
報告 が ある 。 ま た 、PCR の Ct 値 も デル タ 株 患者 で 優位 に 低かっ た 。 ま た 、({ 値 低 値 (30 以下 ) 
の 期間 も デル タ 株 (中 央 値 18 日 ) で は 非 VOC 株 (中 央 値 13 日 ) に 比べ て 長かっ た (10)。 


B.1.617.2 系 統 の 変異 株 (デル タタ 株 ) の 監視 体制 


・ 5/28、 国 委託 の 一 部 民間 検 舎 機関 で (デル 夕 株 の 主要 変異 で ある ) L452R 変 異 を 検出 す 
る PCR 検 査 (L452R 変 異 株 PCR 検 査 ) を 用 いた スク リー ニン グ を 先行 的 に 実施 。 

・ 6/4、 全 て の 都 道 府 県 に 対し 、L452R 変 異 株 スク リー ニン グ を 全 陽 性 者 の 約 4 割 の 実施 割 
合 を 目指 し て 実施 する よう 要請 (現在 、 全 て の 都 道 府 県 で L452R 変 異 株 スク リー ニン グ 





を 実施 ) 。 変 異 株 事例 が 確認 され た 場合 に は 、 検査 や 積極 的 疫学 調査 を 強化 し て 、 感染 拡大 防 
止 に 取り 組む 。 


新型 コロ ナ 患 者 L452R 変 異 の 患者 ※ デル 夕 株 の 患者 ※ 
検 倉 法 : PCR 検 資 検査 法 : L452R 変 異 株 PCR 検 査 会 査 法 : 全 ゲ ノム 解析 
所 要 : 数 時 間 所 要 : 数 時 間 所 要 : 数 日 以上 





国立 感染 症 研究 所 で ! 


治 体 で 全 陽 性 者 の | 地方 衛生 検査 所 等 で L452R | 
全 グ ゲノム 解析 | 


| 409% 分 の 検体 を 抽出 | | 変異 株 PCR 検 査 を 実施 


※ L452R 変 異 が ある カッ ババ 株 、 イ ブシ ロン 株 、C.36 系 統 な ど 他 の 株 を 検出 する 可能 性 が ある 
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都 道 府 県 別 の 懸念 され る 変異 株 の 事例 数 (ゲノム 解析 ) (HER-SYS) 











B.1.351 系 統 の 変異 株 (ベー タ 株 ) 国内 事例 n=24 (+0) ※1 
陽 80 トル ー 
部 ば ] の 数 字 は 、 
性 60 6/30 公 公表 と の 比較 
者 40 
数 20 13 
3 を さ 骨 1 
0 ーー 
化 再 知 紀 秋山 福 次 栃 格 埼 東 神 新 高石 信 山 長 岐 静 愛 三 滋 京 大 兵 奈 和己 島岡 広山 徳 香 愛 高 福 佐 長 熊 大 宮 鹿 沖 
后 森 手 城田 形 島 城 木 馬 玉 葉 京 奈 潟 山川 井 梨 野 息 岡 知 重 賀 都 阪 庫 良 歌 取 根 山 島 口 島川 媛 知 岡 賀 崎 本 分 崎 児 縄 
笑 県 県 県 県 県 県 上 黒 県 県 県 県 都 川 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 府 府 県 県 山県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 島 県 
1 E 旧 
P1 系 統 の 変異 株 (ガン マ 株 ) 国内 事例 n=85 (+2) ※ ュ 
80 a 
な 60 
き 40 
15 
X 1 個 1 2 1 1 1 1 1 
0 ーー ーー ーーー ーーー ーー ニー ーーー = ニニ a 
栃 群 埼 千 東 神 石 福山 長 岐 静 愛 三 大 兵 奈 和 鳥 』 広 山 六 1 
手 城田 】 木馬 玉 工 紀 山 川 井 一 知生 阪 庫 良 歌 山 島 ロ ェ 旨 
自 1 四 1 中 | 目 1 由 f 県 県 山県 ! 自由 E 自 | 中 
B.1.617.2 系 統 の 変異 株 (デル タタ 株 ) 国内 事例 n=304 (+80) ※1, 2 
80 
陽 60 
48 
性 41 
1 
40 27 24 
二 0 15 17 
数 2 岡 1 1 1 al 2 3 i : 1 で 8 
比 青 岩 宮 秋 山 福 茨 栃 群 埼 千 東 神 新富 石 福山 長 岐 静 愛 三 滋 京 大 兵 奈 和 鳥 島岡 広山 徳 香 愛 高 福 佐 長 熊 大 宮 鹿 肖 
海 森 手 城 田 形 島 城 木 十 3 奈 湯 秒 野 阜 岡 知 重 賀 都 阪 庫 良 歌 取 根 山 島 口 島川 媛 知 岡 賀 崎 本 分 崎 児 編 
道 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 都 川 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 府 府県 県 山県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 島 県 
郡 追 府県 名 (L452R 変 異 株 PCR 検 査 陽性 者 数 1409 件 ) (※2) 


※1. 国内 事例 は 、7 月 5 日 まで に HER-SYS で 把握 し た 案 計 を 計上 し て お り 、 目 治 体 で 公表 され た 数 字 と は 異な る 可能 性 が ある 。 ま た 、 ゲ ノム 解 析 の 国内 事例 数 に は 、 i (地方 衛生 研究 所 ・ 大 学 等 ) で ゲ 
ノム 確定 し た 数 が 含ま れる 。 公表 後に HER-SYS 上 で 事例 削除 ・ 変 更 等 され た 事例 が ある こと か ら 、 先 週 と の 事例 数 の 差分 に つい て は 、 負 の 数 と な っ て いる 場合 が ある 
※2.1452R 変 異 株 PCR 楼 査 で は 、L452R 変 異 が ある イプ シロ ン 株 、C.36 系 統 な ど 他 の 株 を 検出 する 可能 性 が あり 、 地 域 の 感染 状況 の 評価 に は 注意 が 必要 。 
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令 和 3 年 6 月 17 日 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 分 科 会 提言 


変異 株 が 出現 し た 今 、 求め られ る 行動 様式 に 関す る 提言 に 9 だ 4 


変異 株 の 出現 に よっ て 人 々 の 感染 対策 に 変更 は ある の か どう か ? 

現在 、 日 本 国内 で は 同定 され る 多く の ウイ ルス が B.1.1.7 系 統 の 変異 株 (アル プア 株 ) に な っ て 
お り 、B.1.617.2 系 統 の 変異 株 (デル タ 株 ) も 少し ずつ 増え て き て いる 。 

例え ば 、 従来 株 に 比べ て 、B.1.1.7 系 統 の 変異 株 (アル ファ 株 ) で は 感染 性 が 1.5 倍 程度 上 
昇 し 、 入院 等 重症 化 の リス ク も 高く な っ て いる と の 報告 も ある 。 

ーー 方 で 、B.1.617.2 系 統 の 変異 株 (デル タ 株 ) で は 、B.1.1.7 系 統 の 変異 株 (アル ファ 
株 ) に 比べ て 、 感染 性 が 高い こと が 示唆 され て お り 、 重症 化し や すい 可能 性 も 指摘 され て いる 。 
国内 の クラ スタ ー 情 報 等 を 分 析 し た と ころ 、 以下 の よう な こと が 生じ て いる こと が 分 か っ て きた 。 

① 当初 は 三 密 (密閉 、 密 集 、 密接 ) が 重なる と 集団 感染 の リス ク が 高く な る こと を 強調 し て き 

密閉 、 密集 、 密接 の 一 つづ だけ で も 集団 感染 の リス ク が 高まる 可能 性 も 指摘 され て き て 

い 
② 一 定 程 度 の 換気 を 行い 、 マ スク の 着用 な ど を し て いた に も 関わ ら ず 、 長 時 間近 くに いる こと で 

感染 し た と され る 事例 も 散見 され て いる 。 た だ し 、 不適 切な マス ク の 着用 が 一 因 と 考え られ る 

事例 も 依然 と し て 少な く な い 。 

の 背景 と し て は 、 変異 株 の 場合 、 同じ ウイ ルス 量 の 蝶 吉 で も 感染 し や すく な る こと や 、 感染 者 か 
ら 排出 され る ウイ ルス 量 が より 多い こと な と が 考え られ る 。 これ に より 、 事業 所 等 職場 で の クラ スタ ー 
も 発生 し て いる 。 
ワク チン 接種 が 進む お 中 で 、 ワク チン 接種 後に は マス ク の 着用 が 不要 に な る と 考え る 人 が 出 て くる な 
と 、 改め て 人 々 に 注意 喚起 が 必要 と 考え られ る 。 

な ぜ な ら は 、 ワク チン 接種 後 も 全員 に 感染 予防 効果 が 付与 され る わけ で は な いた め に 、 その 人 が 
ワク チン 接種 を し た か ら と 言っ て 、 仮に 感染 対策 を 全く 行わ な が く な れ ば 、 感染 が 広がる 可能 ' 性 も 存 
在 す る か ら で あ る 。 

し た が っ て 、 分 科 会 と し て は 、 以下 の こと を 提言 させ て ] 頂 きた い 。 





変異 株 が 出現 し た 今 、 求め られ る 行動 様式 に 関す る 提言 に yy*Y4PS 
[I ] 求 め ら れる 行動 様式 


〇 国 は 、 国民 に 対し て 、 変異 株 に 対応 する た め に 、 以下 の 内 容 を 周知 し て 頂き た い 。 


( 1 ) マス ク を 鼻 に フィ ッ ト さ せ た し っ つかり と し た 着用 を 徹底 する こと 。 その 際 に は 、 適 切な 方 法 で 
着用 で きる こと を 第 一 と し た 上 で 、 感染 リス ク の 比較 的 高い 場面 で は 、 で きれ ば フィ ルター 
性 能 の 高い 不織布 マス ク を 着用 する こと 。 三 密 の いずれ も 避け る こと 。 特に 人 と 人 と の 距離 
に は 気 を 付け る こと 。 


( 2 ) マス ク を し っ か り と 着用 し て いて も 、 室内 で お し ゃ べり する 時 間 は 可能 な 限り 短く し て 、 大声 
は 避け る こと 。 


( 3 ) 今 ま で 以上 に 換気 に は 留意 する こと 。 


( 4 ) 出来 る 限り 、 テ レ ワ ー ク を 行う こと 。 職場 に お いて も 、( 1 )~( 3 ) を 徹底 する こと 。 
( 5 ) 体調 不良 時 に は 出勤 ・ 登 校 を せ ず 、 必要 な 場合 に は 近 医 を 受診 する こと 。 
( 6 ) ワク チン 接種 後に も 、 国民 の 多く が ワク チン 接種 を 終え る まで は 、 マ スク を 着用 する こと 。 


(7 ) ワク チン 接種 後に も 、 国民 の 多く が ワク チン 接種 を 終え る まで は 、 大 人 数 の 飲み 会 は 控え 
る こと 。 





